










































ノ ー ト：図表を含めた刷り上がりが、ワードプロセッサ使用の場合 7頁以内、手書きの場合は25頁以内
相当を原則とする。
総 説：図表を含めた刷り上がりが、ワードプロセッサ使用の場合20頁以内、手書きの場合は71頁以内
相当を原則とする。
(4)原著の場合、論文の形式は、緒言、研究（実験）方法、研究（実験）結果、考察、（謝辞）、引用文献の項目
に分けることを原則とするが、そのことが当該分野における標準形式と著しく異なり、著者が不利益をこう
むる場合はその限りではない。ノート、資料の場合は論文の形式は特に問わない。
(5)原稿には以下の用紙を添える。
(a)表題（和文および英文）、著者名（和文および英文）、所属記載。
(b)要旨（和文および英文：和文は400字以内、英文は和文に準ずる）、キーワード (6語以内：和 英対照）
記載。
(6)文中のイタリック体とする語には下線を、ゴシック体には波形下線を付ける。
(7)原稿は極力簡明とし、原則として同一事項は表または図のいずれか一方とする。
(8)図のトレースを希望の場合は明記する。何れも縮小率を付記する。
(9)図表の表題は、表の場合は上、図の場合は下に記載し、説明文はすべて図・表の下に記載する。
(10)図表の挿入位置は、原稿欄外に朱書きで指示する。
(11)引用文献および注は片カッコ付き番号を文の肩に付けて示す。番号は本文中に現れた順とする。論文末尾に
引用文献（または References) として番号順に書誌事項および注記事項を一括する。単行本等を全体的参考
文献として示す場合も本文中の緒言、考察など、適当な箇所で引用し、引用文献と同様式で表示する。
I、投稿要領
(1)初回提出時は、印刷原稿2部 (1部はコピーでもよい）を提出する。
(2)最終提出時は、印刷原稿 1部とその原稿をテキスト形式で保存したメディア (FD、MO、CD-ROM、フラッ
シュメモリ等）とともに提出する。
図表については、エクセル、またはワード形式等で保存し提出する。
なお、メディアヘの保存が不可能な場合は、原稿のみを提出する。
